
豊中市告示第３３号 

 

         豊中市病院事業業務状況の公表 

 

     豊中市病院事業の設置等に関する条例（昭和４１年豊中市条例第４７号）第９条の規定による 

平成３０年１０月１日から平成３１年３月３１日までの業務状況を、次のとおり地方公営企業法 

（昭和２７年法律第２９２号）第４０条の２の規定に基づき公表します。 

       令和元年６月１日 

                                                          豊中市長  長 内 繁 樹 

平成３１年（2019年）３月３１日現在 

                    病 床 数                ６１３床 

                       一 般 病 床                ５９９床 

                       感染症病床             １４床 

                      （平成３０年１０月１日～平成３１年３月３１日） 

                    患 者 数          ２３９，８６２人 

                       入院患者数      ９２，８８６人（一日平均      ５１０人） 

                       外来患者数     １４６，９７６人（一日平均  １，２２５人） 

 

 

内 科

20,216人

(21.8%)

消化器内科

12,062人

(13.0%)

外科

9,850人

(10.6%)リハビリテーション

科

6,577人

(7.1%)

産婦人科

6,728人

(7.2%)

整形外科

6,246人

(6.7%)

泌尿器科

4,935人

(5.3%)

小児科

5,840人

(6.3%)

循環器内科

5,257人

(5.7%)

神経内科

4,883人

(5.3%)

脳神経外科

4,031人

(4.3%)

耳鼻いんこう科

2,252人

(2.4%) その他

4,009人

(4.3%)

  

内 科

21,908人

（14.9%）

消化器内科

20,410人

(13.9%)

外科

16,346人

（11.1%）

産婦人科

11,757人

(8.0%)

泌尿器科

10,617人

(7.2%)

循環器内科

8,376人

（5.7%）

整形外科

8,330人

(5.7%)

歯科

歯科口腔外科

6,592人(4.5%)

耳鼻いんこう科

5,929人

(4.0%)

皮膚科

4,877人

(3.3%)

小児科

5,683人

(3.9%)

リハビリテーション

科

3,232人

(2.2%)
その他

11,033人

(7.6%)

神経内科

3,745人

（2.5%)

救急科

8,141人

(5.5%)

 

                     診療業務件数 

          レントゲン業務             ６９，３８６件 

                      検 査 業 務              １，６３９，６１２件 

                       手 術 業 務                      ２，７０３件 

                       分 娩 業 務                          ３８５件 

入院患者数 
92,886 人 
（100.0%） 

外来患者数     
146,976 人 
（100.0%） 

科別入院患者数 科別外来患者数 



平成30年度（2018年度）下半期予算の執行状況  （消費税及び地方消費税込み） 

収益的収支

累　計

0 円
入 院 収 益

5,966,681,354円 長期前受金戻入240,365,150円 11,512,219,639円

外 来 収 益 その他医業外収益118,811,064
2,572,202,029円 他会計負担金122,816,889 4,976,889,472円

そ の 他 医 業 収 益 受取利息 17,455円
432,266,779円 その他医業収益432,266,779 821,448,986円外来収益 2,572,202,029入院収益 5,966,681,354

受 取 利 息 補助金 ##########
17,455円 他会計補助金########## 34,910円

他 会 計 負 担 金

122,816,889円 546,396,889円

他 会 計 補 助 金

403,034,000円 403,034,000円

補 助 金

70,402,040円 70,402,040円

長 期 前 受 金 戻 入

240,365,150円 489,849,818円

その他医業外収益

118,811,064円 190,878,554円

　　　支     出

累　計
円 #REF!

給 与 費 58円 59
5,487,944,165円 雑損失 6,251,031 9,596,522,255円

材 料 費 消費税及び地方消費税 14,139,300円
2,652,990,123円 長期前払消費税勘定償却 0 5,085,533,446円

経 費 看護師等確保費 6,340,881
1,881,527,922円 支払利息及び 116,441,410 3,051,676,297円

減 価 償 却 費

625,058,495円 研究研修費 35,860,884 1,319,968,495円

資 産 減 耗 費

76,915,861円 資産減耗費 76,915,861 76,915,861円

研 究 研 修 費 減価償却費 625,058,495
35,860,884円 経費 1,881,527,922 69,916,790円

材料費 2,652,990,123
給与費 5,487,944,165

支払利息及び
企業債取扱諸費

116,441,410円 239,587,552円

看護師等確保費

6,340,881円 10,217,597円
消費税及び地方消費税

14,139,300円 19,760,600円

雑 損 失
6,251,031円 17,613,898円

差 引 額

△976,873,312円 差引額 ########## △476,558,483円

医

業

費

用

医

業

外

費

用

19,011,154,308円

19,487,712,791円

　　　収    入 9,926,596,760円

医

業

収

益

医

業

外

収

益

10,903,470,072円

０ ５億 １０億 １５億 ２０億 ２５億 ３０億 ３５億 ４０億 ４５億 ５０億 ５５億 ６０億

０ ５億 １０億 １５億 ２０億 ２５億 ３０億 ３５億 ４０億 ４５億 ５０億 ５５億 ６０億

０ △５億 △１０億 △１５億 △２０億 △２５億 △３０億 △３５億 △４０億 △４５億 △５０億 △５５億 △６０億



資本的収支 

　　　収    入

累　計

企 業 債

1,395,800,000円 企業債 ########## 1,395,800,000円

他 会 計 負 担 金

452,754,000円 他会計負担金########## 905,510,000円

　　　支     出

累　計

建 設 改 良 費 企業債償還金##########
1,317,963,558円 1,694,031,824円

企 業 債 償 還 金 0 ##########
757,643,384円 1,505,389,082円

差 引 額

△227,052,942円 差引額 227052942 △898,110,906円

企業債現在高
一時借入金現在高

10,682,883,418円

1,848,554,000円

3,199,420,906円

0円

2,075,606,942円

貸 借 対 照 表 （ 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 抜 き ）
[平成３１年(２０１９年）３月３１日現在]

2,301,310,000円

固定資産

18,951,057,466円

（69.7%）

流動資産

8,255,503,367円

（30.3%）

固定負債

10,504,284,932円

（38.6%）

流動負債

3,572,295,545円

(13.1%)
繰延収益

1,866,358,744円

(6.9%)

資本金

11,093,373,790円

(40.8%)

剰余金

170,247,822円

（0.6%）

資 産 の 部
27,206,560,833 円

（100.0%）

負債・資本の部
27,206,560,833円

（100.0%）

０ ５億 １０億 １５億 ２０億 ２５億 ３０億 ３５億 ４０億 ４５億 ５０億 ５５億 ６０億

０ △５億 △１０億 △１５億 △２０億 △２５億 △３０億 △３５億 △４０億 △４５億 △５０億 △５５億 △６０億

０ ５億 １０億 １５億 ２０億 ２５億 ３０億 ３５億 ４０億 ４５億 ５０億 ５５億 ６０億



令和元年度（2019年度）予算の状況　　(消費税及び地方消費税込み）

収益的収支

入 院 収 益

13,481,342,000円

外 来 収 益

5,126,400,000円

そ の 他 医 業 収 益 0 円
830,472,000円 長期前受金戻入##########

その他医業外収益202230000
補助金 63434000

受 取 利 息 他会計負担金544563000
35,000円 他会計補助金##########

他 会 計 負 担 金 受取利息 35,000
544,563,000円 0

他 会 計 補 助 金 その他医業収益##########
390,641,000円 外来収益 ##########

補 助 金 入院収益 ##########
63,434,000円

長 期 前 受 金 戻 入

496,608,000円

その他医業外収益

202,230,000円

　　　支     出

0 円
給 与 費 円 1,000,000

10,012,176,000円 円 0
材 料 費 雑損失 ##########

5,384,746,000円 消費税及び地方消費税29,250,000
経 費 #REF! #REF!

3,691,339,000円

減 価 償 却 費 看護師等確保費28,561,000
1,221,932,000円 支払利息及び##########

資 産 減 耗 費 0 0
273,636,000円 研究研修費 82,311,000

研 究 研 修 費 資産減耗費 ##########
82,311,000円 減価償却費 ##########

経費 ##########
材料費 ##########

支払利息及び 給与費 ##########
企業債取扱諸費

230,285,000円

看護師等確保費
28,561,000円

消費税及び地方消費税

29,250,000円

雑 損 失
33,600,000円

1,000,000円

差 引 額

146,889,000円

差引額 ##########

予

備

費

医

業

外

費

用

医

業

費

用

　　　収    入 21,135,725,000円

医

業

収

益

医

業

外

収

益

20,988,836,000円

０ １０億 ２０億 ３０億 ４０億 ５０億 ６０億 ７０億 ８０億 ９０億 １００億 １１０億 １２０億 １３０億

０ １０億 ２０億 ３０億 ４０億 ５０億 ６０億 ７０億 ８０億 ９０億 １００億 １１０億 １２０億 １３０億

０ １０億 ２０億 ３０億 ４０億 ５０億 ６０億 ７０億 ８０億 ９０億 １００億 １１０億 １２０億 １３０億

１４０億

１４０億

１４０億



資本的収支 

　　　収    入

企 業 債

1,296,400,000円

他 会 計 負 担 金 0 円
895,441,000円 他会計負担金##########

企業債 ##########

　　　支     出

建 設 改 良 費

1,617,060,000円

企 業 債 償 還 金

1,495,071,000円 企業債償還金##########
建設改良費 ##########

差 引 額

△920,290,000円

差引額 920290000

2,191,841,000円

3,112,131,000円

０ １０億 ２０億 ３０億 ４０億 ５０億 ６０億 ７０億 ８０億 ９０億 １００億 １１０億 １２０億 １３０億

０ １０億 ２０億 ３０億 ４０億 ５０億 ６０億 ７０億 ８０億 ９０億 １００億 １１０億 １２０億 １３０億

０ △１０億 △２０億 △３０億 △４０億 △５０億 △６０億 △７０億△８０億 △９０億△１００億△１１０億△１２０億△１３０億

１４０億

１４０億

△１４０億



令和元年度経営方針 

 

当院は、総合力（チーム医療）と地域力（医療機関連携）を活かし、急性期拠点病院

として良質な医療の提供とともに、安定した病院運営をめざしています。 

平成 29 年度決算においては、全職員の果敢な取組みにより赤字額が減少し、約 2 億

3 千万円の純損失（赤字）となりました。前回の診療報酬改定により、7:1 入院基本料

が更に厳格化される中、平均在院日数の短縮や新規患者数の確保に努めた成果です。 

しかしながら、赤字運営から脱却し安定運営に至るには、更なる救急患者の積極的な

受入れと地域連携による紹介患者の拡大が不可欠です。 

 平成 30年度を振り返ると、在院日数は 11.0日と短縮傾向にあり、新規入院患者は増

加したものの、病床利用率は 29 年度の 89.6％に対し 86.6％と低下しています。また、

給与費や材料費等の費用（支出）が増加し、3年続きの赤字決算となる見込みです。 

 こうした状況の中、昨年 6月から、院内ポータル画面に重要指標の数値をリアルタイ

ムで掲載しています。新規入院患者の確保など、職員 1人ひとりが従前にも増して収益

の確保に努めるとともに、経費の削減、業務の効率化を念頭におき、病院事業を展開し

ます。 

 

 

≪令和元年度の目標と重点取組み≫ 

【目標】 

  急性期拠点病院として、現在の診療機能の拡充や見直しを積極的に進めつつ、収益

の改善を図り安定的な運営体質を形成していきます。 

 

【取組み】 

１．新規入院患者の増加と平均在院日数の短縮 

   医療の質の向上とその基盤となる経営の安定化を図るため、年間目標 16,300 人

（昨年 15,659人）の新規入院患者の確保とともに、引き続き、平均在院日数 11.0

日をめざします。患者拡大のため、「断らない救急」「地域医療に即時対応」「当院

の魅力発信」などに、各部署や各職種が一丸となって取り組みます。 

 

２．脳卒中集中治療室（SCU）の整備 

本年 6 月を目途に、脳卒中集中治療室（SCU）を 9 床整備し、急性期拠点病院と

して診療機能の強化を図るとともに、地域での役割をより明確にし、医療連携の促

進を図り、地域の医療体制の確保・構築をめざします。 

 

３．働き方改革の推進 

   時間外勤務をはじめ、ワークライフバランスや働きやすい環境づくり等、職員の

勤務環境の改善は喫緊の課題です。職員等の確保、業務や手続き、関連規定の見直

し、モチベーション向上等、多面的に改革を進めます。 

 


